
・点　鐘　中里忠夫会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト斉唱　吉田（行）職業奉仕委員長
・卓　話　西野雅一様

【入会式】
◎新入会員紹介　　　　　　　　　　　　　小川君
角田七重（つのだななえ）会員

　飯能生まれ、飯能育ち。Ｈ３
年、杏林大学医学部をご卒業。
その後、杏林大学第一内科に
入局、各病院で研鑚を積んだ
のち、結婚、子育てを機にＨ
１５年、飯能に戻られました。
Ｈ２４年から介護老人保健施
設「飯能ケアセンター楠苑」施
設長として従事。お父様は齋
藤文雄先生（飯能ＲＣパスト
会長）で、ご存じの方は多いと

思うのですが「南飯能病院」の理事長でいらっしゃ
いました。現在は角田会員のご夫君が理事長を継い
でおられます。どうぞよろしくお願い致します。
◎角田会員挨拶
　飯能幼稚園、加治小学校に通い、Ｈ１５年にまた
飯能の地に戻って参りました。外を経験してさらに
飯能の良さを感じております。子育てにおいても３
人の息子達が地元スポーツ少年団で地域の皆様に親
しくして頂いて参りました。父が昔ＲＣの会員だっ
たということで幼少期からＲＣは素晴らしいものと
感じておりました。この度、小川先生にお声掛けを
頂き入会させて頂くことになりました。地域の皆様
と飯能市のため少しでも尽力できるよう努めて参り
ます。皆様どうぞいろいろとご指導頂けますようよ
ろしくお願い致します。
◎中里会長よりバッジ装着／歓迎の言葉／ＲＣの

額・四つのテスト・バナー贈呈／矢島（高）ＲＣ情報
委員長より資料贈呈／都築幹事より会員証贈呈・所
属発表「出席向上」／記念撮影
◎乾杯：山川パスト会長
　私達は全員で大歓迎しております。お父様の齋藤
文雄さんは飯能ＲＣ２０周年の時の会長でした。２５
周年の時は細田（吉）さん９２歳。３０周年は加藤会員の
お父様・加藤義雄さんで１００歳。皆さんご長命です。
ＲＣは大変有意義で楽しいところです。ほとんどの
ことは知っておられるかと思いますが、これからは
皆と奉仕の理念を実践し、友情を深め合って参りま
しょう。角田さんのご活躍、飯能ＲＣの益々の発展を
祈念して乾杯！おめでとうございます（拍手）。

◎認証バッジ贈呈

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　服部融亮会員
ポール・ハリス・フェロー　神田敬文会員

【会長報告】
　ＲＩレートは今月１ドル１５６円、先月より２円高
くなりました。先日、所沢文化センターで開催され
た第３グループＩＭには平日にもかかわらず多くの
メンバーにご参加頂き本当に有難うございました。

「誰かのために生きる力～奉仕の理想が導く平和へ
の道」のテーマの下、元・外務副大臣・佐藤正久氏の基
調講演がありました。第２部は会場を変えて懇親会。
和やかな雰囲気でした。来年度は１０クラブが４、６
クラブに分かれ、「第３ブロック東」が所沢・新所沢・
所沢西・所沢東、「第３ブロック西」が入間・飯能・
日高・新狭山・入間南・狭山中央となり、各ブロッ
クの補佐がＩＭの開催を決定するそうです。

【幹事報告】
　当クラブの「花の街はんのう」プロジェクトとして
飯能地区まちづくり推進委員会・天覧山つつじ花公
園づくりプロジェクト実行委員会が実施する、３月
２１日（土）「天覧山つつじ花公園植樹会」にご興味のあ
る方は参加をお願いします。東日本大震災の時、日本
や海外のロータリアンから義援金が寄せられ、その
一部を親を亡くした子ども達への学校支援という形
で当時のガバナー会が「ロータリー希望の風奨学金」
プログラムを立ち上げました。１５年経過してこの度
ＮＨＫがその記録を放映します。３月１３日（金）朝６時
台「ＮＨＫＮＥＷＳおはよう日本」をご覧ください。
「ロータリー手帳」の申し込みは本日締切です。

【委員会報告】
◎ロータリー財団委員会　　　　　　　　　小川君
　２月２５日、川口浩会員より特別寄付を頂きました。
誠に有難うございました（拍手）。２月８日「飯能ＲＣ
カップ第３６回せせらぎ杯中学生卓球大会」開催費用
明細を地区の財団に報告しました。掛かった費用は
１７万８，４７０円、全て財団から頂いたお金です。
◎米山記念奨学委員会　　　　　　　　　　前島君
　本日、吉澤文男会員、本橋勝会員より特別寄付を１０
万円ずつ頂きました。有難うございました（拍手）。

【セミナー報告】
◎次年度ロータリー財団委員会　　　　　　市川君
　先週土曜日、次年度財団委員長・矢島（高）パスト会長
と私で嵐山の女性会館でのセミナーに参加。次年度
の諸々のイベントを開催する際の補助金を頂くため
ですので、そちらで勉強させて頂きました。
◎ＲＬＩセミナー　　　　　　　　　　　　伊澤君
　同日、同場所でのファシリテーター養成講座を受
講しました。

【出席報告】無届欠席０　　　　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】
２／２８（地区）矢島（高）君、市川君、伊澤君

【結婚・誕生日祝】　　　　　　　小﨑親睦活動委員
◇入会記念日おめでとう
　中里（昌）君、市川君、吉田（茂）君
◇結婚記念日おめでとう
　井上君、鎌田君、川口君、矢島（高）君、本間君
　鳥居君、服部君、吉田（行）君
◇会員誕生日おめでとう
　大野（康）君、小川君、鳥居君、内沼君、前島君
◇夫人誕生日おめでとう
　神田夫人、吉島夫人、伊澤夫人、吉澤夫人
　鎌田夫人、鈴木（康）夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・角田先生、ご入会おめでとうございます。
　　　吉島君、服部君、細田（伴）君、土屋君、田辺君
　　　　　　　　　　　　髙橋君、福島君、小川君
・結婚記念日：服部君、吉田（行）君、矢島（高）君

　　　　川口君、鳥居君、井上君、本間君、鎌田君
・入会記念日：中里（昌）君、市川君、吉田（茂）君
・会員誕生日：大野（康）君、小川君、鳥居君
・夫人誕生日：吉島君、神田君、吉澤君、伊澤君
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木（康）君、鎌田君
・西野様、卓話よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　服部君、沢辺君、鳥居君
・３／１４よりメッツァ「ハイパーミュージアム飯能」
　で新しい企画展がスタートします。招待券をご利
　用ください。　　　　　　　　　　　　　望月君
・早退：半田君
本日計９３，０００円、累計額８６４，２１１円。
◎１１日例会当番は前島、岩泉会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　　　　鳥居環境保全委員長
　Ｓ４４年、飯能市生まれ。現在も飯能市にお住ま
いです。Ｈ１６年４月、飯能市役所に入所。それ以
前は電気工事関係の仕事に従事。クリーンセンター
においては旧施設の運営から携わり、現在の新施設
起ち上げにもご尽力されました。Ｒ５年度、資源循
環推進課の課長、Ｒ６年度より現職としてご活躍中
です。昨年１１月２６日の「クリーンセンター見学会」
でもご対応頂き大変お世話になりました。

　サブタイトルは「持続可能な未来を目指して～地
域社会の廃棄物問題と私たちの役割」。事業者の方に
役に立つような内容を盛り込ませて頂きました。
１．廃棄物行政の目的と役割
　３つの目的と役割を挙げました。
■環境保全：廃棄物の不適正処理による自然環境へ
の負担を防ぐ。設備も施設も無いのに焼却する等、
昔、所沢でダイオキシン問題がありましたが、野焼
きも含め、環境への負荷を防ぎます。
■公衆衛生の維持：ごみの放置や不法投棄を防ぎ、
住民の健康を守る。災害時などには生ごみが問題に
なったりしますが、衛生を維持する部分です。
■資源循環の促進：ごみの削減やリサイクルを進め
ることで持続可能な社会を実現する。ごみを出さな
い、増やさない、リサイクルして頂くということです。
２．廃棄物の分類と処理方法
　廃棄物は大きく２つに分けられます。
■一般廃棄物：主に家庭から出るゴミ
　　　　　　　（可燃ごみ／不燃ごみ／資源ごみ）
「可燃ごみ」は燃やして、焼却灰を飯能市ではセメ
ントの原料等にしています。
「不燃ごみ」は破砕機で細かく砕き、アルミ、鉄
等、取れるものは取ってリサイクルし、それ以外は
飯能市では概ね焼却しています。
「資源ごみ」ペットボトル、びん、缶、プラスチッ
ク、紙類などは、可能な限り再資源化します。
　事業者の方が出せるのは「可燃ごみ」と「資源ごみ」
の紙で、それ以外は概ね産業廃棄物となります。プ
ラスチックについてはどの業種も（事務系・工場・飲
食店等も全て）産業廃棄物となります。「廃掃法で定
める２０種類」以外は「一般廃棄物」になるのですが、
細かいところがありますので、事業系の一般廃棄物
で出せるものは概ね「可燃ごみ」と覚えてください。
■産業廃棄物：廃掃法で定める２０種類
　事業活動から排出される廃棄物は市町村ではなく
排出者が責任をもち専門業者に処理して頂く形にな
ります。

■飯能市の現状
　Ｒ６年度は２１，７１３ｔのごみ
量（前年比約２３２ｔ減）でした。
１人あたり１日７６２ｇ、年間
２７８ｋｇのごみを出している
ことになります（昼間人口を
含まない）。
■ごみ量の推移（過去１０年間）
　Ｈ２７年から３０年までは
減少傾向でしたが、Ｒ元年、
Ｒ２年とコロナ禍で、断捨離

が流行ったり等含め、生活様式の変化もあり、少し
増えていると考えます。その後、Ｒ３年から再び減
少傾向になり、Ｒ５年度はかなり大きく減っていま
す。これは物価高などの影響かと考えております。
■事業系一般廃棄物
「可燃ごみ」と「紙類」です。黄色い部分は「併せ
産廃」と言って、一部産業廃棄物、印刷ごみ、繊維
ごみ、木くずを受けているものがありますので、そ
ちらを載せてあります。
　事務系一般廃棄物は、全部のごみと違って、Ｒ元年
だけ大きく増加していますが原因は不明です。その
後、グラフ上は激減、概ね横ばいで推移しています。
■ごみの収集・処理の状況
　Ｈ２９年１２月に新施設が竣工し、焼却炉４０ｔ２炉
で２４時間ずっと燃やしていて、１日８０ｔの処理能力
があります。発電設備を設けており、リサイクル施設
は１１．８ｔ／５時間（昼間だけ）稼働、不燃・飲料缶・
飲食用びんの選別などを行っています。
■ごみの分別種類
〈一般家庭ごみ〉
１．可燃ごみ、２．不燃ごみ、３．粗大ごみ
有害ごみとして４点：４．蛍光管、５．電池、６．
ライター、７．スプレー缶
〈資源物〉
８．びん（飲食用）、９．飲料缶
紙類として４点：１０．新聞紙、１１．段ボール、
１２．雑誌・雑がみ、１３．紙パック。
１４．布類、１５．ペットボトル、１６．プラスチッ
ク類
　事業系のごみとして出せるものは「可燃ごみ」と

「紙類」になります。
■分別収集状況（家庭ごみ重量比）
　飯能市で集められたごみで何が一番多いか、何が
どれ位あるのかを示す円グラフ。７割が「可燃ご
み」、２割程が「資源物」です。資源物の中では比較的
重さのある「紙類」の重量比が高くなっています。
■「可燃ごみ」の重量比
【お願い】可燃ごみに混入している、紙類、プラスチック
類にはリサイクル可能なものが混ざっています。
　周知・啓発もかなりやっているのですが、混入を
減らして頂くことがなかなかできません。捨てられ
てしまうと「可燃ごみ」になってしまいますので、
皆さんに気をつけて頂ければと思います。
　事業者の場合、「プラスチック類」は「産業廃棄物」
になりますので適正な処理をお願いします。
　２３．４％を占める「生ごみ」は水分を切って頂くだ
けで重さが減り、焼却炉への負荷も減りますので、事
業所でもご家庭でも心掛けて頂ければと思います。
■紙類
「禁忌品」と言ってリサイクルに適さない紙があり
そちらは「可燃ごみ」になります。感熱紙、臭いのつ
いた紙、個人情報や社内秘の書類などです。珍しい
ところでは、墨汁で書かれた習字用紙、クレヨンで
描かれた用紙は墨汁やクレヨンがリサイクルに影響
するので「可燃ごみ」になります。写真の印画紙も悪
影響があるため禁忌品です。

■スプレー缶・ガスボンベ缶
「不燃ごみ」に混ざっていたスプレー缶が収集車の
中で燃えてしまいました。発見が早かったので収集
車自体は大丈夫でしたが、大事に至ることもありま
すので気をつけて頂きたいと思います。
　それ以上に、「可燃ごみ」の中に中身が残ったスプ
レー缶が混入していることがかなりあります。そう
すると焼却炉の中で爆発が起こり、最悪の場合、焼却
炉を止める状況になります。今まであった事故では
爆発によって点検窓のガラスが割れ、場内が灰だら
けになったということもありました。ごみを出す際
は間違いのないようご協力をお願い致します。
■リチウムイオン蓄電池
　これはテレビでもかなりニュースになっていま
す。不燃ごみを収集した、飯能市クリーンセンター
のストックヤードで火災が発生しました。昼休み、
たまたま職員が煙の出ているのに気づき、初期消火
できたので大事には至らなかったのですが、リチウ
ムイオン電池はすぐに発火・発煙しますので、十分
注意して頂ければと思います。
■ごみ処理費用
　１年間に概ね１０億円掛かります。ごみ１ｔ当た
りの処理費用は約４６，０００円。市民１人当たりの処
理費用は約１２，８００円。市民１世帯当たりの処理費
用は約２７，３００円。核家族化が進んでおり、１世帯
平均２人なので大体倍位になります。
■リサイクル費用
　リサイクルにも費用が掛かります。「容器包装リサ
イクル法」に出す場合はかなり安価で事業者負担の
ものがありますが、最終的な残渣の分（「廃ガラス」と
呼んでいます）は金額を支払って処理する形になっ
ています。
「焼却灰」３４，０００円／ｔ、「飛灰」（ばいじん）７２，０５０
円／ｔと、倍の金額が掛かります。
「乾電池・蛍光管・水銀使用製品（体温計など）」は
北海道まで運んで水銀を適正に処理する所で処理し
ていますので金額も高くなっています。
　蛍光管１０３，４００円／ｔ（運送費含む）。
「プラスチック類」は中間処理施設に持ち込んで分
別して頂くものと、「容器包装リサイクル法」で処理
して頂くものとがあります。４１，０００円／ｔ。
３．市町村が直面する課題
■財源の確保
　今、緊急財政対策を行っていますが、施設の老朽化
などがあります。新施設は８年経過。まだ新しいと思
われるかもしれないですが、かなり修理が必要な状
況になってきております。今後計画的に修理をして
いくためには財源の確保が必要になってきます。
■分別の意識不足
　分別のルールが守られず、「可燃ごみに混ぜちゃっ
てもいいや」というのがあります。リサイクルでき
るものはできる限りリサイクルして頂くという意識
をもって頂ければと思います。
■不法投棄の問題
　飯能市は７５％が山林で捨てる所がたくさんあり
ます。「ＮＥＷＳイット！」で飯能市の不法投棄の現場
が放送されたこともあります。皆さんにも目を光ら
せて頂いて、通報のご協力を頂ければと思います。
■食品ロス・リチウムイオン問題
　食べ残し、消費期限切れ、電池の発熱や発火。
「消費期限」と違って「賞味期限」は味が変わってしま
う可能性があるということですので、覚えておくと
ムダが減ってくるのかなと考えております。
４．市民や団体の役割
（１）ごみの減量：スリーアール（３Ｒ）
Reduce（リデュース）：ごみの発生抑制・ごみを減らす
　過剰梱包を断るとか、発生をさせないということ

になります。
Reuse（リユース）：ごみの再使用・繰り返し使う
　できる限り再利用して、譲れるものは譲って頂く。
フリーマーケット、個人売買・取り引き等利用する。
Recycle（リサイクル）：ごみの再生利用・資源として活かす
　上から順に心掛け、リデュースもリユースもでき
なかったものに関しては、再生利用して活かしてい
く形になります。
●プラスチックの使い捨て容器を「マイコップ」
「マイボトル」に代える。
●イベントで提供する使い捨て容器を「紙製」にする
ことで産廃を削減する。紙製だからいいわけではな
いのですが、紙製であれば事務系一般廃棄物として
出せます。プラスチックコップを使った場合は産業
廃棄物になります。イベントや会社で何か使う際は
考慮して頂ければと思います。
●紙などを可燃物ではなく資源として分別する（経
費削減）。リサイクルできるものは可燃物ではなくて
資源物として分けて頂ければと思います。
●「グリーン製品」を購入する。
　ネット等で調べると環境にやさしい製品というの
が出てきます。なるべくそういう製品を使って頂き
たい。
●廃棄物になりにくい製品を購入する。使い捨て、
１００均（良いものもありますが）の製品より、長く
使えてごみになりにくいものを買って頂くことを心
掛けて頂ければと思います。
（２）食品ロス削減
　日本では年間６１２万ｔが廃棄されています。
●まとめ買いは避け、必要なものを必要な量購入。
●すぐに食べるものは賞味期限が近いもの。
●「手前取り」
●食材を使い切る（野菜の不用部分を少なく）
●冷蔵庫の整理（期限切れにならないように）
●生ごみの水切り
　飯能市でもかなり啓発しています。生ごみは７０％
が水分量。三角コーナーのごみも少し水を切って頂
くと、ごみの重量が減ることになります。市ＨＰを
見て頂くと「生ごみ水切り大作戦」でペットボトルを
加工して水切り道具を作る方法を紹介しています。
●「賞味期限」と「消費期限」の違いを理解する。食べ
られないから捨てる、というのを極力減らして頂け
ればと思います。
●宴会や会食では「３０１０運動」。
　最初の３０分は食べることに専念し、最後の１０分
も食べることに専念するという運動のことです。

「出されたものはできる限り全て食べましょう」とい
う運動で食品ロスを減らして頂ければと思います。

★飲食店★
　難しい面があることは十分承知しているのですが
できる範囲で料理の提供タイミングを工夫して頂
く。食べ切れる量に調整したり、提供時に使い切りの
工夫をする。小盛り提供や取り分けを実施し、食べ
残しの無いようにお客様個々人に提供する。ドギー
バッグ（食べ残しの持ち帰り）の実施、等。
　日本の「食品ロス量」は約４６４万ｔ。事業者と家庭
で半々位です。「食べものに　もったいないを　も
ういちど」というポスター等、お店に貼って頂くと
かして「食品ロスを出さないように」という啓発を
して頂けると助かります。
（３）啓発活動
　事業者の方にもお願いしたいのですが、地域活動
への参加、また、環境や廃棄物に関するポスター掲
示、清掃活動にも参加して頂ければと思います。
●イベントなどでの周知
●清掃活動：これは会社の周りを掃除するというの
でも結構です。
●地域活動への参加
●啓発ポスター掲示：いろんな種類がありますの
で、事務所の中だけでも掲示して頂いて啓発して頂
ければと思います。

《皆さんへのお願い》
■廃棄物の減量、分別、適切な排出
　いつも意識して頂いて、廃棄物を出さない。捨て
ればもう自分の手元から離れるというのではなく、
分けられるものは分ける、環境にいいものを選ぶ等
考えて頂ければと思います。
■常に環境を意識する
　何か買う時、やる時、そういう時は、ごみになら
ないもの、環境にいいもの、というところを意識し
て頂きたい。いろいろなイベントの際でも購入品な
ど考えて頂ければと思います。
■ごみ減量「誰か」じゃなくて「わたし」から
　これは飯能市のキャッチフレーズになっていま
す。「誰かがやってくれる」「皆がやる時にやればい
いや」ではなく、家庭でも職場でも「誰か」じゃな
くて「わたし」自ら、環境、廃棄物に対して考えて
頂ければと思います。

　飯能ＲＣの皆様には地域社会に強い影響力があり
ます。私達が廃棄物問題に一歩ずつ貢献すること
で、未来の世代に、より良い環境で持続可能なまち
を残すことができます。皆さんの行動がきっと明る
い社会の実現に繋がります。
　ご清聴有難うございました。

桜の中央公園と天覧山 photo by  Hiroyuki Maejima
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ＲＩ会長 フランチェスコ・アレッツォ

Unite for Good
よいことのために手を取りあおう

相 原 茂 吉
高 橋 和 男

クラブ強化と活性化のために行動してください！
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事務局：飯能商工会議所内



・点　鐘　中里忠夫会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト斉唱　吉田（行）職業奉仕委員長
・卓　話　西野雅一様

【入会式】
◎新入会員紹介　　　　　　　　　　　　　小川君
角田七重（つのだななえ）会員

　飯能生まれ、飯能育ち。Ｈ３
年、杏林大学医学部をご卒業。
その後、杏林大学第一内科に
入局、各病院で研鑚を積んだ
のち、結婚、子育てを機にＨ
１５年、飯能に戻られました。
Ｈ２４年から介護老人保健施
設「飯能ケアセンター楠苑」施
設長として従事。お父様は齋
藤文雄先生（飯能ＲＣパスト
会長）で、ご存じの方は多いと

思うのですが「南飯能病院」の理事長でいらっしゃ
いました。現在は角田会員のご夫君が理事長を継い
でおられます。どうぞよろしくお願い致します。
◎角田会員挨拶
　飯能幼稚園、加治小学校に通い、Ｈ１５年にまた
飯能の地に戻って参りました。外を経験してさらに
飯能の良さを感じております。子育てにおいても３
人の息子達が地元スポーツ少年団で地域の皆様に親
しくして頂いて参りました。父が昔ＲＣの会員だっ
たということで幼少期からＲＣは素晴らしいものと
感じておりました。この度、小川先生にお声掛けを
頂き入会させて頂くことになりました。地域の皆様
と飯能市のため少しでも尽力できるよう努めて参り
ます。皆様どうぞいろいろとご指導頂けますようよ
ろしくお願い致します。
◎中里会長よりバッジ装着／歓迎の言葉／ＲＣの

額・四つのテスト・バナー贈呈／矢島（高）ＲＣ情報
委員長より資料贈呈／都築幹事より会員証贈呈・所
属発表「出席向上」／記念撮影
◎乾杯：山川パスト会長
　私達は全員で大歓迎しております。お父様の齋藤
文雄さんは飯能ＲＣ２０周年の時の会長でした。２５
周年の時は細田（吉）さん９２歳。３０周年は加藤会員の
お父様・加藤義雄さんで１００歳。皆さんご長命です。
ＲＣは大変有意義で楽しいところです。ほとんどの
ことは知っておられるかと思いますが、これからは
皆と奉仕の理念を実践し、友情を深め合って参りま
しょう。角田さんのご活躍、飯能ＲＣの益々の発展を
祈念して乾杯！おめでとうございます（拍手）。

◎認証バッジ贈呈

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　服部融亮会員
ポール・ハリス・フェロー　神田敬文会員

【会長報告】
　ＲＩレートは今月１ドル１５６円、先月より２円高
くなりました。先日、所沢文化センターで開催され
た第３グループＩＭには平日にもかかわらず多くの
メンバーにご参加頂き本当に有難うございました。

「誰かのために生きる力～奉仕の理想が導く平和へ
の道」のテーマの下、元・外務副大臣・佐藤正久氏の基
調講演がありました。第２部は会場を変えて懇親会。
和やかな雰囲気でした。来年度は１０クラブが４、６
クラブに分かれ、「第３ブロック東」が所沢・新所沢・
所沢西・所沢東、「第３ブロック西」が入間・飯能・
日高・新狭山・入間南・狭山中央となり、各ブロッ
クの補佐がＩＭの開催を決定するそうです。

【幹事報告】
　当クラブの「花の街はんのう」プロジェクトとして
飯能地区まちづくり推進委員会・天覧山つつじ花公
園づくりプロジェクト実行委員会が実施する、３月
２１日（土）「天覧山つつじ花公園植樹会」にご興味のあ
る方は参加をお願いします。東日本大震災の時、日本
や海外のロータリアンから義援金が寄せられ、その
一部を親を亡くした子ども達への学校支援という形
で当時のガバナー会が「ロータリー希望の風奨学金」
プログラムを立ち上げました。１５年経過してこの度
ＮＨＫがその記録を放映します。３月１３日（金）朝６時
台「ＮＨＫＮＥＷＳおはよう日本」をご覧ください。
「ロータリー手帳」の申し込みは本日締切です。

【委員会報告】
◎ロータリー財団委員会　　　　　　　　　小川君
　２月２５日、川口浩会員より特別寄付を頂きました。
誠に有難うございました（拍手）。２月８日「飯能ＲＣ
カップ第３６回せせらぎ杯中学生卓球大会」開催費用
明細を地区の財団に報告しました。掛かった費用は
１７万８，４７０円、全て財団から頂いたお金です。
◎米山記念奨学委員会　　　　　　　　　　前島君
　本日、吉澤文男会員、本橋勝会員より特別寄付を１０
万円ずつ頂きました。有難うございました（拍手）。

【セミナー報告】
◎次年度ロータリー財団委員会　　　　　　市川君
　先週土曜日、次年度財団委員長・矢島（高）パスト会長
と私で嵐山の女性会館でのセミナーに参加。次年度
の諸々のイベントを開催する際の補助金を頂くため
ですので、そちらで勉強させて頂きました。
◎ＲＬＩセミナー　　　　　　　　　　　　伊澤君
　同日、同場所でのファシリテーター養成講座を受
講しました。

【出席報告】無届欠席０　　　　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】
２／２８（地区）矢島（高）君、市川君、伊澤君

【結婚・誕生日祝】　　　　　　　小﨑親睦活動委員
◇入会記念日おめでとう
　中里（昌）君、市川君、吉田（茂）君
◇結婚記念日おめでとう
　井上君、鎌田君、川口君、矢島（高）君、本間君
　鳥居君、服部君、吉田（行）君
◇会員誕生日おめでとう
　大野（康）君、小川君、鳥居君、内沼君、前島君
◇夫人誕生日おめでとう
　神田夫人、吉島夫人、伊澤夫人、吉澤夫人
　鎌田夫人、鈴木（康）夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・角田先生、ご入会おめでとうございます。
　　　吉島君、服部君、細田（伴）君、土屋君、田辺君
　　　　　　　　　　　　髙橋君、福島君、小川君
・結婚記念日：服部君、吉田（行）君、矢島（高）君

　　　　川口君、鳥居君、井上君、本間君、鎌田君
・入会記念日：中里（昌）君、市川君、吉田（茂）君
・会員誕生日：大野（康）君、小川君、鳥居君
・夫人誕生日：吉島君、神田君、吉澤君、伊澤君
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木（康）君、鎌田君
・西野様、卓話よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　服部君、沢辺君、鳥居君
・３／１４よりメッツァ「ハイパーミュージアム飯能」
　で新しい企画展がスタートします。招待券をご利
　用ください。　　　　　　　　　　　　　望月君
・早退：半田君
本日計９３，０００円、累計額８６４，２１１円。
◎１１日例会当番は前島、岩泉会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　　　　鳥居環境保全委員長
　Ｓ４４年、飯能市生まれ。現在も飯能市にお住ま
いです。Ｈ１６年４月、飯能市役所に入所。それ以
前は電気工事関係の仕事に従事。クリーンセンター
においては旧施設の運営から携わり、現在の新施設
起ち上げにもご尽力されました。Ｒ５年度、資源循
環推進課の課長、Ｒ６年度より現職としてご活躍中
です。昨年１１月２６日の「クリーンセンター見学会」
でもご対応頂き大変お世話になりました。

　サブタイトルは「持続可能な未来を目指して～地
域社会の廃棄物問題と私たちの役割」。事業者の方に
役に立つような内容を盛り込ませて頂きました。
１．廃棄物行政の目的と役割
　３つの目的と役割を挙げました。
■環境保全：廃棄物の不適正処理による自然環境へ
の負担を防ぐ。設備も施設も無いのに焼却する等、
昔、所沢でダイオキシン問題がありましたが、野焼
きも含め、環境への負荷を防ぎます。
■公衆衛生の維持：ごみの放置や不法投棄を防ぎ、
住民の健康を守る。災害時などには生ごみが問題に
なったりしますが、衛生を維持する部分です。
■資源循環の促進：ごみの削減やリサイクルを進め
ることで持続可能な社会を実現する。ごみを出さな
い、増やさない、リサイクルして頂くということです。
２．廃棄物の分類と処理方法
　廃棄物は大きく２つに分けられます。
■一般廃棄物：主に家庭から出るゴミ
　　　　　　　（可燃ごみ／不燃ごみ／資源ごみ）
「可燃ごみ」は燃やして、焼却灰を飯能市ではセメ
ントの原料等にしています。
「不燃ごみ」は破砕機で細かく砕き、アルミ、鉄
等、取れるものは取ってリサイクルし、それ以外は
飯能市では概ね焼却しています。
「資源ごみ」ペットボトル、びん、缶、プラスチッ
ク、紙類などは、可能な限り再資源化します。
　事業者の方が出せるのは「可燃ごみ」と「資源ごみ」
の紙で、それ以外は概ね産業廃棄物となります。プ
ラスチックについてはどの業種も（事務系・工場・飲
食店等も全て）産業廃棄物となります。「廃掃法で定
める２０種類」以外は「一般廃棄物」になるのですが、
細かいところがありますので、事業系の一般廃棄物
で出せるものは概ね「可燃ごみ」と覚えてください。
■産業廃棄物：廃掃法で定める２０種類
　事業活動から排出される廃棄物は市町村ではなく
排出者が責任をもち専門業者に処理して頂く形にな
ります。

■飯能市の現状
　Ｒ６年度は２１，７１３ｔのごみ
量（前年比約２３２ｔ減）でした。
１人あたり１日７６２ｇ、年間
２７８ｋｇのごみを出している
ことになります（昼間人口を
含まない）。
■ごみ量の推移（過去１０年間）
　Ｈ２７年から３０年までは
減少傾向でしたが、Ｒ元年、
Ｒ２年とコロナ禍で、断捨離

が流行ったり等含め、生活様式の変化もあり、少し
増えていると考えます。その後、Ｒ３年から再び減
少傾向になり、Ｒ５年度はかなり大きく減っていま
す。これは物価高などの影響かと考えております。
■事業系一般廃棄物
「可燃ごみ」と「紙類」です。黄色い部分は「併せ
産廃」と言って、一部産業廃棄物、印刷ごみ、繊維
ごみ、木くずを受けているものがありますので、そ
ちらを載せてあります。
　事務系一般廃棄物は、全部のごみと違って、Ｒ元年
だけ大きく増加していますが原因は不明です。その
後、グラフ上は激減、概ね横ばいで推移しています。
■ごみの収集・処理の状況
　Ｈ２９年１２月に新施設が竣工し、焼却炉４０ｔ２炉
で２４時間ずっと燃やしていて、１日８０ｔの処理能力
があります。発電設備を設けており、リサイクル施設
は１１．８ｔ／５時間（昼間だけ）稼働、不燃・飲料缶・
飲食用びんの選別などを行っています。
■ごみの分別種類
〈一般家庭ごみ〉
１．可燃ごみ、２．不燃ごみ、３．粗大ごみ
有害ごみとして４点：４．蛍光管、５．電池、６．
ライター、７．スプレー缶
〈資源物〉
８．びん（飲食用）、９．飲料缶
紙類として４点：１０．新聞紙、１１．段ボール、
１２．雑誌・雑がみ、１３．紙パック。
１４．布類、１５．ペットボトル、１６．プラスチッ
ク類
　事業系のごみとして出せるものは「可燃ごみ」と

「紙類」になります。
■分別収集状況（家庭ごみ重量比）
　飯能市で集められたごみで何が一番多いか、何が
どれ位あるのかを示す円グラフ。７割が「可燃ご
み」、２割程が「資源物」です。資源物の中では比較的
重さのある「紙類」の重量比が高くなっています。
■「可燃ごみ」の重量比
【お願い】可燃ごみに混入している、紙類、プラスチック
類にはリサイクル可能なものが混ざっています。
　周知・啓発もかなりやっているのですが、混入を
減らして頂くことがなかなかできません。捨てられ
てしまうと「可燃ごみ」になってしまいますので、
皆さんに気をつけて頂ければと思います。
　事業者の場合、「プラスチック類」は「産業廃棄物」
になりますので適正な処理をお願いします。
　２３．４％を占める「生ごみ」は水分を切って頂くだ
けで重さが減り、焼却炉への負荷も減りますので、事
業所でもご家庭でも心掛けて頂ければと思います。
■紙類
「禁忌品」と言ってリサイクルに適さない紙があり
そちらは「可燃ごみ」になります。感熱紙、臭いのつ
いた紙、個人情報や社内秘の書類などです。珍しい
ところでは、墨汁で書かれた習字用紙、クレヨンで
描かれた用紙は墨汁やクレヨンがリサイクルに影響
するので「可燃ごみ」になります。写真の印画紙も悪
影響があるため禁忌品です。

■スプレー缶・ガスボンベ缶
「不燃ごみ」に混ざっていたスプレー缶が収集車の
中で燃えてしまいました。発見が早かったので収集
車自体は大丈夫でしたが、大事に至ることもありま
すので気をつけて頂きたいと思います。
　それ以上に、「可燃ごみ」の中に中身が残ったスプ
レー缶が混入していることがかなりあります。そう
すると焼却炉の中で爆発が起こり、最悪の場合、焼却
炉を止める状況になります。今まであった事故では
爆発によって点検窓のガラスが割れ、場内が灰だら
けになったということもありました。ごみを出す際
は間違いのないようご協力をお願い致します。
■リチウムイオン蓄電池
　これはテレビでもかなりニュースになっていま
す。不燃ごみを収集した、飯能市クリーンセンター
のストックヤードで火災が発生しました。昼休み、
たまたま職員が煙の出ているのに気づき、初期消火
できたので大事には至らなかったのですが、リチウ
ムイオン電池はすぐに発火・発煙しますので、十分
注意して頂ければと思います。
■ごみ処理費用
　１年間に概ね１０億円掛かります。ごみ１ｔ当た
りの処理費用は約４６，０００円。市民１人当たりの処
理費用は約１２，８００円。市民１世帯当たりの処理費
用は約２７，３００円。核家族化が進んでおり、１世帯
平均２人なので大体倍位になります。
■リサイクル費用
　リサイクルにも費用が掛かります。「容器包装リサ
イクル法」に出す場合はかなり安価で事業者負担の
ものがありますが、最終的な残渣の分（「廃ガラス」と
呼んでいます）は金額を支払って処理する形になっ
ています。
「焼却灰」３４，０００円／ｔ、「飛灰」（ばいじん）７２，０５０
円／ｔと、倍の金額が掛かります。
「乾電池・蛍光管・水銀使用製品（体温計など）」は
北海道まで運んで水銀を適正に処理する所で処理し
ていますので金額も高くなっています。
　蛍光管１０３，４００円／ｔ（運送費含む）。
「プラスチック類」は中間処理施設に持ち込んで分
別して頂くものと、「容器包装リサイクル法」で処理
して頂くものとがあります。４１，０００円／ｔ。
３．市町村が直面する課題
■財源の確保
　今、緊急財政対策を行っていますが、施設の老朽化
などがあります。新施設は８年経過。まだ新しいと思
われるかもしれないですが、かなり修理が必要な状
況になってきております。今後計画的に修理をして
いくためには財源の確保が必要になってきます。
■分別の意識不足
　分別のルールが守られず、「可燃ごみに混ぜちゃっ
てもいいや」というのがあります。リサイクルでき
るものはできる限りリサイクルして頂くという意識
をもって頂ければと思います。
■不法投棄の問題
　飯能市は７５％が山林で捨てる所がたくさんあり
ます。「ＮＥＷＳイット！」で飯能市の不法投棄の現場
が放送されたこともあります。皆さんにも目を光ら
せて頂いて、通報のご協力を頂ければと思います。
■食品ロス・リチウムイオン問題
　食べ残し、消費期限切れ、電池の発熱や発火。
「消費期限」と違って「賞味期限」は味が変わってしま
う可能性があるということですので、覚えておくと
ムダが減ってくるのかなと考えております。
４．市民や団体の役割
（１）ごみの減量：スリーアール（３Ｒ）
Reduce（リデュース）：ごみの発生抑制・ごみを減らす
　過剰梱包を断るとか、発生をさせないということ

になります。
Reuse（リユース）：ごみの再使用・繰り返し使う
　できる限り再利用して、譲れるものは譲って頂く。
フリーマーケット、個人売買・取り引き等利用する。
Recycle（リサイクル）：ごみの再生利用・資源として活かす
　上から順に心掛け、リデュースもリユースもでき
なかったものに関しては、再生利用して活かしてい
く形になります。
●プラスチックの使い捨て容器を「マイコップ」
「マイボトル」に代える。
●イベントで提供する使い捨て容器を「紙製」にする
ことで産廃を削減する。紙製だからいいわけではな
いのですが、紙製であれば事務系一般廃棄物として
出せます。プラスチックコップを使った場合は産業
廃棄物になります。イベントや会社で何か使う際は
考慮して頂ければと思います。
●紙などを可燃物ではなく資源として分別する（経
費削減）。リサイクルできるものは可燃物ではなくて
資源物として分けて頂ければと思います。
●「グリーン製品」を購入する。
　ネット等で調べると環境にやさしい製品というの
が出てきます。なるべくそういう製品を使って頂き
たい。
●廃棄物になりにくい製品を購入する。使い捨て、
１００均（良いものもありますが）の製品より、長く
使えてごみになりにくいものを買って頂くことを心
掛けて頂ければと思います。
（２）食品ロス削減
　日本では年間６１２万ｔが廃棄されています。
●まとめ買いは避け、必要なものを必要な量購入。
●すぐに食べるものは賞味期限が近いもの。
●「手前取り」
●食材を使い切る（野菜の不用部分を少なく）
●冷蔵庫の整理（期限切れにならないように）
●生ごみの水切り
　飯能市でもかなり啓発しています。生ごみは７０％
が水分量。三角コーナーのごみも少し水を切って頂
くと、ごみの重量が減ることになります。市ＨＰを
見て頂くと「生ごみ水切り大作戦」でペットボトルを
加工して水切り道具を作る方法を紹介しています。
●「賞味期限」と「消費期限」の違いを理解する。食べ
られないから捨てる、というのを極力減らして頂け
ればと思います。
●宴会や会食では「３０１０運動」。
　最初の３０分は食べることに専念し、最後の１０分
も食べることに専念するという運動のことです。

「出されたものはできる限り全て食べましょう」とい
う運動で食品ロスを減らして頂ければと思います。

★飲食店★
　難しい面があることは十分承知しているのですが
できる範囲で料理の提供タイミングを工夫して頂
く。食べ切れる量に調整したり、提供時に使い切りの
工夫をする。小盛り提供や取り分けを実施し、食べ
残しの無いようにお客様個々人に提供する。ドギー
バッグ（食べ残しの持ち帰り）の実施、等。
　日本の「食品ロス量」は約４６４万ｔ。事業者と家庭
で半々位です。「食べものに　もったいないを　も
ういちど」というポスター等、お店に貼って頂くと
かして「食品ロスを出さないように」という啓発を
して頂けると助かります。
（３）啓発活動
　事業者の方にもお願いしたいのですが、地域活動
への参加、また、環境や廃棄物に関するポスター掲
示、清掃活動にも参加して頂ければと思います。
●イベントなどでの周知
●清掃活動：これは会社の周りを掃除するというの
でも結構です。
●地域活動への参加
●啓発ポスター掲示：いろんな種類がありますの
で、事務所の中だけでも掲示して頂いて啓発して頂
ければと思います。

《皆さんへのお願い》
■廃棄物の減量、分別、適切な排出
　いつも意識して頂いて、廃棄物を出さない。捨て
ればもう自分の手元から離れるというのではなく、
分けられるものは分ける、環境にいいものを選ぶ等
考えて頂ければと思います。
■常に環境を意識する
　何か買う時、やる時、そういう時は、ごみになら
ないもの、環境にいいもの、というところを意識し
て頂きたい。いろいろなイベントの際でも購入品な
ど考えて頂ければと思います。
■ごみ減量「誰か」じゃなくて「わたし」から
　これは飯能市のキャッチフレーズになっていま
す。「誰かがやってくれる」「皆がやる時にやればい
いや」ではなく、家庭でも職場でも「誰か」じゃな
くて「わたし」自ら、環境、廃棄物に対して考えて
頂ければと思います。

　飯能ＲＣの皆様には地域社会に強い影響力があり
ます。私達が廃棄物問題に一歩ずつ貢献すること
で、未来の世代に、より良い環境で持続可能なまち
を残すことができます。皆さんの行動がきっと明る
い社会の実現に繋がります。
　ご清聴有難うございました。

会　員　数 当　　日
出席数対  象全　数 出席率

市町村の廃棄物行政について

飯能市環境経済部 クリーンセンター所長

西野雅一様



・点　鐘　中里忠夫会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト斉唱　吉田（行）職業奉仕委員長
・卓　話　西野雅一様

【入会式】
◎新入会員紹介　　　　　　　　　　　　　小川君
角田七重（つのだななえ）会員

　飯能生まれ、飯能育ち。Ｈ３
年、杏林大学医学部をご卒業。
その後、杏林大学第一内科に
入局、各病院で研鑚を積んだ
のち、結婚、子育てを機にＨ
１５年、飯能に戻られました。
Ｈ２４年から介護老人保健施
設「飯能ケアセンター楠苑」施
設長として従事。お父様は齋
藤文雄先生（飯能ＲＣパスト
会長）で、ご存じの方は多いと

思うのですが「南飯能病院」の理事長でいらっしゃ
いました。現在は角田会員のご夫君が理事長を継い
でおられます。どうぞよろしくお願い致します。
◎角田会員挨拶
　飯能幼稚園、加治小学校に通い、Ｈ１５年にまた
飯能の地に戻って参りました。外を経験してさらに
飯能の良さを感じております。子育てにおいても３
人の息子達が地元スポーツ少年団で地域の皆様に親
しくして頂いて参りました。父が昔ＲＣの会員だっ
たということで幼少期からＲＣは素晴らしいものと
感じておりました。この度、小川先生にお声掛けを
頂き入会させて頂くことになりました。地域の皆様
と飯能市のため少しでも尽力できるよう努めて参り
ます。皆様どうぞいろいろとご指導頂けますようよ
ろしくお願い致します。
◎中里会長よりバッジ装着／歓迎の言葉／ＲＣの

額・四つのテスト・バナー贈呈／矢島（高）ＲＣ情報
委員長より資料贈呈／都築幹事より会員証贈呈・所
属発表「出席向上」／記念撮影
◎乾杯：山川パスト会長
　私達は全員で大歓迎しております。お父様の齋藤
文雄さんは飯能ＲＣ２０周年の時の会長でした。２５
周年の時は細田（吉）さん９２歳。３０周年は加藤会員の
お父様・加藤義雄さんで１００歳。皆さんご長命です。
ＲＣは大変有意義で楽しいところです。ほとんどの
ことは知っておられるかと思いますが、これからは
皆と奉仕の理念を実践し、友情を深め合って参りま
しょう。角田さんのご活躍、飯能ＲＣの益々の発展を
祈念して乾杯！おめでとうございます（拍手）。

◎認証バッジ贈呈

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　服部融亮会員
ポール・ハリス・フェロー　神田敬文会員

【会長報告】
　ＲＩレートは今月１ドル１５６円、先月より２円高
くなりました。先日、所沢文化センターで開催され
た第３グループＩＭには平日にもかかわらず多くの
メンバーにご参加頂き本当に有難うございました。

「誰かのために生きる力～奉仕の理想が導く平和へ
の道」のテーマの下、元・外務副大臣・佐藤正久氏の基
調講演がありました。第２部は会場を変えて懇親会。
和やかな雰囲気でした。来年度は１０クラブが４、６
クラブに分かれ、「第３ブロック東」が所沢・新所沢・
所沢西・所沢東、「第３ブロック西」が入間・飯能・
日高・新狭山・入間南・狭山中央となり、各ブロッ
クの補佐がＩＭの開催を決定するそうです。

【幹事報告】
　当クラブの「花の街はんのう」プロジェクトとして
飯能地区まちづくり推進委員会・天覧山つつじ花公
園づくりプロジェクト実行委員会が実施する、３月
２１日（土）「天覧山つつじ花公園植樹会」にご興味のあ
る方は参加をお願いします。東日本大震災の時、日本
や海外のロータリアンから義援金が寄せられ、その
一部を親を亡くした子ども達への学校支援という形
で当時のガバナー会が「ロータリー希望の風奨学金」
プログラムを立ち上げました。１５年経過してこの度
ＮＨＫがその記録を放映します。３月１３日（金）朝６時
台「ＮＨＫＮＥＷＳおはよう日本」をご覧ください。
「ロータリー手帳」の申し込みは本日締切です。

【委員会報告】
◎ロータリー財団委員会　　　　　　　　　小川君
　２月２５日、川口浩会員より特別寄付を頂きました。
誠に有難うございました（拍手）。２月８日「飯能ＲＣ
カップ第３６回せせらぎ杯中学生卓球大会」開催費用
明細を地区の財団に報告しました。掛かった費用は
１７万８，４７０円、全て財団から頂いたお金です。
◎米山記念奨学委員会　　　　　　　　　　前島君
　本日、吉澤文男会員、本橋勝会員より特別寄付を１０
万円ずつ頂きました。有難うございました（拍手）。

【セミナー報告】
◎次年度ロータリー財団委員会　　　　　　市川君
　先週土曜日、次年度財団委員長・矢島（高）パスト会長
と私で嵐山の女性会館でのセミナーに参加。次年度
の諸々のイベントを開催する際の補助金を頂くため
ですので、そちらで勉強させて頂きました。
◎ＲＬＩセミナー　　　　　　　　　　　　伊澤君
　同日、同場所でのファシリテーター養成講座を受
講しました。

【出席報告】無届欠席０　　　　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】
２／２８（地区）矢島（高）君、市川君、伊澤君

【結婚・誕生日祝】　　　　　　　小﨑親睦活動委員
◇入会記念日おめでとう
　中里（昌）君、市川君、吉田（茂）君
◇結婚記念日おめでとう
　井上君、鎌田君、川口君、矢島（高）君、本間君
　鳥居君、服部君、吉田（行）君
◇会員誕生日おめでとう
　大野（康）君、小川君、鳥居君、内沼君、前島君
◇夫人誕生日おめでとう
　神田夫人、吉島夫人、伊澤夫人、吉澤夫人
　鎌田夫人、鈴木（康）夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・角田先生、ご入会おめでとうございます。
　　　吉島君、服部君、細田（伴）君、土屋君、田辺君
　　　　　　　　　　　　髙橋君、福島君、小川君
・結婚記念日：服部君、吉田（行）君、矢島（高）君

　　　　川口君、鳥居君、井上君、本間君、鎌田君
・入会記念日：中里（昌）君、市川君、吉田（茂）君
・会員誕生日：大野（康）君、小川君、鳥居君
・夫人誕生日：吉島君、神田君、吉澤君、伊澤君
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木（康）君、鎌田君
・西野様、卓話よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　服部君、沢辺君、鳥居君
・３／１４よりメッツァ「ハイパーミュージアム飯能」
　で新しい企画展がスタートします。招待券をご利
　用ください。　　　　　　　　　　　　　望月君
・早退：半田君
本日計９３，０００円、累計額８６４，２１１円。
◎１１日例会当番は前島、岩泉会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　　　　鳥居環境保全委員長
　Ｓ４４年、飯能市生まれ。現在も飯能市にお住ま
いです。Ｈ１６年４月、飯能市役所に入所。それ以
前は電気工事関係の仕事に従事。クリーンセンター
においては旧施設の運営から携わり、現在の新施設
起ち上げにもご尽力されました。Ｒ５年度、資源循
環推進課の課長、Ｒ６年度より現職としてご活躍中
です。昨年１１月２６日の「クリーンセンター見学会」
でもご対応頂き大変お世話になりました。

　サブタイトルは「持続可能な未来を目指して～地
域社会の廃棄物問題と私たちの役割」。事業者の方に
役に立つような内容を盛り込ませて頂きました。
１．廃棄物行政の目的と役割
　３つの目的と役割を挙げました。
■環境保全：廃棄物の不適正処理による自然環境へ
の負担を防ぐ。設備も施設も無いのに焼却する等、
昔、所沢でダイオキシン問題がありましたが、野焼
きも含め、環境への負荷を防ぎます。
■公衆衛生の維持：ごみの放置や不法投棄を防ぎ、
住民の健康を守る。災害時などには生ごみが問題に
なったりしますが、衛生を維持する部分です。
■資源循環の促進：ごみの削減やリサイクルを進め
ることで持続可能な社会を実現する。ごみを出さな
い、増やさない、リサイクルして頂くということです。
２．廃棄物の分類と処理方法
　廃棄物は大きく２つに分けられます。
■一般廃棄物：主に家庭から出るゴミ
　　　　　　　（可燃ごみ／不燃ごみ／資源ごみ）
「可燃ごみ」は燃やして、焼却灰を飯能市ではセメ
ントの原料等にしています。
「不燃ごみ」は破砕機で細かく砕き、アルミ、鉄
等、取れるものは取ってリサイクルし、それ以外は
飯能市では概ね焼却しています。
「資源ごみ」ペットボトル、びん、缶、プラスチッ
ク、紙類などは、可能な限り再資源化します。
　事業者の方が出せるのは「可燃ごみ」と「資源ごみ」
の紙で、それ以外は概ね産業廃棄物となります。プ
ラスチックについてはどの業種も（事務系・工場・飲
食店等も全て）産業廃棄物となります。「廃掃法で定
める２０種類」以外は「一般廃棄物」になるのですが、
細かいところがありますので、事業系の一般廃棄物
で出せるものは概ね「可燃ごみ」と覚えてください。
■産業廃棄物：廃掃法で定める２０種類
　事業活動から排出される廃棄物は市町村ではなく
排出者が責任をもち専門業者に処理して頂く形にな
ります。

■飯能市の現状
　Ｒ６年度は２１，７１３ｔのごみ
量（前年比約２３２ｔ減）でした。
１人あたり１日７６２ｇ、年間
２７８ｋｇのごみを出している
ことになります（昼間人口を
含まない）。
■ごみ量の推移（過去１０年間）
　Ｈ２７年から３０年までは
減少傾向でしたが、Ｒ元年、
Ｒ２年とコロナ禍で、断捨離

が流行ったり等含め、生活様式の変化もあり、少し
増えていると考えます。その後、Ｒ３年から再び減
少傾向になり、Ｒ５年度はかなり大きく減っていま
す。これは物価高などの影響かと考えております。
■事業系一般廃棄物
「可燃ごみ」と「紙類」です。黄色い部分は「併せ
産廃」と言って、一部産業廃棄物、印刷ごみ、繊維
ごみ、木くずを受けているものがありますので、そ
ちらを載せてあります。
　事務系一般廃棄物は、全部のごみと違って、Ｒ元年
だけ大きく増加していますが原因は不明です。その
後、グラフ上は激減、概ね横ばいで推移しています。
■ごみの収集・処理の状況
　Ｈ２９年１２月に新施設が竣工し、焼却炉４０ｔ２炉
で２４時間ずっと燃やしていて、１日８０ｔの処理能力
があります。発電設備を設けており、リサイクル施設
は１１．８ｔ／５時間（昼間だけ）稼働、不燃・飲料缶・
飲食用びんの選別などを行っています。
■ごみの分別種類
〈一般家庭ごみ〉
１．可燃ごみ、２．不燃ごみ、３．粗大ごみ
有害ごみとして４点：４．蛍光管、５．電池、６．
ライター、７．スプレー缶
〈資源物〉
８．びん（飲食用）、９．飲料缶
紙類として４点：１０．新聞紙、１１．段ボール、
１２．雑誌・雑がみ、１３．紙パック。
１４．布類、１５．ペットボトル、１６．プラスチッ
ク類
　事業系のごみとして出せるものは「可燃ごみ」と

「紙類」になります。
■分別収集状況（家庭ごみ重量比）
　飯能市で集められたごみで何が一番多いか、何が
どれ位あるのかを示す円グラフ。７割が「可燃ご
み」、２割程が「資源物」です。資源物の中では比較的
重さのある「紙類」の重量比が高くなっています。
■「可燃ごみ」の重量比
【お願い】可燃ごみに混入している、紙類、プラスチック
類にはリサイクル可能なものが混ざっています。
　周知・啓発もかなりやっているのですが、混入を
減らして頂くことがなかなかできません。捨てられ
てしまうと「可燃ごみ」になってしまいますので、
皆さんに気をつけて頂ければと思います。
　事業者の場合、「プラスチック類」は「産業廃棄物」
になりますので適正な処理をお願いします。
　２３．４％を占める「生ごみ」は水分を切って頂くだ
けで重さが減り、焼却炉への負荷も減りますので、事
業所でもご家庭でも心掛けて頂ければと思います。
■紙類
「禁忌品」と言ってリサイクルに適さない紙があり
そちらは「可燃ごみ」になります。感熱紙、臭いのつ
いた紙、個人情報や社内秘の書類などです。珍しい
ところでは、墨汁で書かれた習字用紙、クレヨンで
描かれた用紙は墨汁やクレヨンがリサイクルに影響
するので「可燃ごみ」になります。写真の印画紙も悪
影響があるため禁忌品です。

■スプレー缶・ガスボンベ缶
「不燃ごみ」に混ざっていたスプレー缶が収集車の
中で燃えてしまいました。発見が早かったので収集
車自体は大丈夫でしたが、大事に至ることもありま
すので気をつけて頂きたいと思います。
　それ以上に、「可燃ごみ」の中に中身が残ったスプ
レー缶が混入していることがかなりあります。そう
すると焼却炉の中で爆発が起こり、最悪の場合、焼却
炉を止める状況になります。今まであった事故では
爆発によって点検窓のガラスが割れ、場内が灰だら
けになったということもありました。ごみを出す際
は間違いのないようご協力をお願い致します。
■リチウムイオン蓄電池
　これはテレビでもかなりニュースになっていま
す。不燃ごみを収集した、飯能市クリーンセンター
のストックヤードで火災が発生しました。昼休み、
たまたま職員が煙の出ているのに気づき、初期消火
できたので大事には至らなかったのですが、リチウ
ムイオン電池はすぐに発火・発煙しますので、十分
注意して頂ければと思います。
■ごみ処理費用
　１年間に概ね１０億円掛かります。ごみ１ｔ当た
りの処理費用は約４６，０００円。市民１人当たりの処
理費用は約１２，８００円。市民１世帯当たりの処理費
用は約２７，３００円。核家族化が進んでおり、１世帯
平均２人なので大体倍位になります。
■リサイクル費用
　リサイクルにも費用が掛かります。「容器包装リサ
イクル法」に出す場合はかなり安価で事業者負担の
ものがありますが、最終的な残渣の分（「廃ガラス」と
呼んでいます）は金額を支払って処理する形になっ
ています。
「焼却灰」３４，０００円／ｔ、「飛灰」（ばいじん）７２，０５０
円／ｔと、倍の金額が掛かります。
「乾電池・蛍光管・水銀使用製品（体温計など）」は
北海道まで運んで水銀を適正に処理する所で処理し
ていますので金額も高くなっています。
　蛍光管１０３，４００円／ｔ（運送費含む）。
「プラスチック類」は中間処理施設に持ち込んで分
別して頂くものと、「容器包装リサイクル法」で処理
して頂くものとがあります。４１，０００円／ｔ。
３．市町村が直面する課題
■財源の確保
　今、緊急財政対策を行っていますが、施設の老朽化
などがあります。新施設は８年経過。まだ新しいと思
われるかもしれないですが、かなり修理が必要な状
況になってきております。今後計画的に修理をして
いくためには財源の確保が必要になってきます。
■分別の意識不足
　分別のルールが守られず、「可燃ごみに混ぜちゃっ
てもいいや」というのがあります。リサイクルでき
るものはできる限りリサイクルして頂くという意識
をもって頂ければと思います。
■不法投棄の問題
　飯能市は７５％が山林で捨てる所がたくさんあり
ます。「ＮＥＷＳイット！」で飯能市の不法投棄の現場
が放送されたこともあります。皆さんにも目を光ら
せて頂いて、通報のご協力を頂ければと思います。
■食品ロス・リチウムイオン問題
　食べ残し、消費期限切れ、電池の発熱や発火。
「消費期限」と違って「賞味期限」は味が変わってしま
う可能性があるということですので、覚えておくと
ムダが減ってくるのかなと考えております。
４．市民や団体の役割
（１）ごみの減量：スリーアール（３Ｒ）
Reduce（リデュース）：ごみの発生抑制・ごみを減らす
　過剰梱包を断るとか、発生をさせないということ

になります。
Reuse（リユース）：ごみの再使用・繰り返し使う
　できる限り再利用して、譲れるものは譲って頂く。
フリーマーケット、個人売買・取り引き等利用する。
Recycle（リサイクル）：ごみの再生利用・資源として活かす
　上から順に心掛け、リデュースもリユースもでき
なかったものに関しては、再生利用して活かしてい
く形になります。
●プラスチックの使い捨て容器を「マイコップ」
「マイボトル」に代える。
●イベントで提供する使い捨て容器を「紙製」にする
ことで産廃を削減する。紙製だからいいわけではな
いのですが、紙製であれば事務系一般廃棄物として
出せます。プラスチックコップを使った場合は産業
廃棄物になります。イベントや会社で何か使う際は
考慮して頂ければと思います。
●紙などを可燃物ではなく資源として分別する（経
費削減）。リサイクルできるものは可燃物ではなくて
資源物として分けて頂ければと思います。
●「グリーン製品」を購入する。
　ネット等で調べると環境にやさしい製品というの
が出てきます。なるべくそういう製品を使って頂き
たい。
●廃棄物になりにくい製品を購入する。使い捨て、
１００均（良いものもありますが）の製品より、長く
使えてごみになりにくいものを買って頂くことを心
掛けて頂ければと思います。
（２）食品ロス削減
　日本では年間６１２万ｔが廃棄されています。
●まとめ買いは避け、必要なものを必要な量購入。
●すぐに食べるものは賞味期限が近いもの。
●「手前取り」
●食材を使い切る（野菜の不用部分を少なく）
●冷蔵庫の整理（期限切れにならないように）
●生ごみの水切り
　飯能市でもかなり啓発しています。生ごみは７０％
が水分量。三角コーナーのごみも少し水を切って頂
くと、ごみの重量が減ることになります。市ＨＰを
見て頂くと「生ごみ水切り大作戦」でペットボトルを
加工して水切り道具を作る方法を紹介しています。
●「賞味期限」と「消費期限」の違いを理解する。食べ
られないから捨てる、というのを極力減らして頂け
ればと思います。
●宴会や会食では「３０１０運動」。
　最初の３０分は食べることに専念し、最後の１０分
も食べることに専念するという運動のことです。

「出されたものはできる限り全て食べましょう」とい
う運動で食品ロスを減らして頂ければと思います。

★飲食店★
　難しい面があることは十分承知しているのですが
できる範囲で料理の提供タイミングを工夫して頂
く。食べ切れる量に調整したり、提供時に使い切りの
工夫をする。小盛り提供や取り分けを実施し、食べ
残しの無いようにお客様個々人に提供する。ドギー
バッグ（食べ残しの持ち帰り）の実施、等。
　日本の「食品ロス量」は約４６４万ｔ。事業者と家庭
で半々位です。「食べものに　もったいないを　も
ういちど」というポスター等、お店に貼って頂くと
かして「食品ロスを出さないように」という啓発を
して頂けると助かります。
（３）啓発活動
　事業者の方にもお願いしたいのですが、地域活動
への参加、また、環境や廃棄物に関するポスター掲
示、清掃活動にも参加して頂ければと思います。
●イベントなどでの周知
●清掃活動：これは会社の周りを掃除するというの
でも結構です。
●地域活動への参加
●啓発ポスター掲示：いろんな種類がありますの
で、事務所の中だけでも掲示して頂いて啓発して頂
ければと思います。

《皆さんへのお願い》
■廃棄物の減量、分別、適切な排出
　いつも意識して頂いて、廃棄物を出さない。捨て
ればもう自分の手元から離れるというのではなく、
分けられるものは分ける、環境にいいものを選ぶ等
考えて頂ければと思います。
■常に環境を意識する
　何か買う時、やる時、そういう時は、ごみになら
ないもの、環境にいいもの、というところを意識し
て頂きたい。いろいろなイベントの際でも購入品な
ど考えて頂ければと思います。
■ごみ減量「誰か」じゃなくて「わたし」から
　これは飯能市のキャッチフレーズになっていま
す。「誰かがやってくれる」「皆がやる時にやればい
いや」ではなく、家庭でも職場でも「誰か」じゃな
くて「わたし」自ら、環境、廃棄物に対して考えて
頂ければと思います。

　飯能ＲＣの皆様には地域社会に強い影響力があり
ます。私達が廃棄物問題に一歩ずつ貢献すること
で、未来の世代に、より良い環境で持続可能なまち
を残すことができます。皆さんの行動がきっと明る
い社会の実現に繋がります。
　ご清聴有難うございました。



・点　鐘　中里忠夫会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト斉唱　吉田（行）職業奉仕委員長
・卓　話　西野雅一様

【入会式】
◎新入会員紹介　　　　　　　　　　　　　小川君
角田七重（つのだななえ）会員

　飯能生まれ、飯能育ち。Ｈ３
年、杏林大学医学部をご卒業。
その後、杏林大学第一内科に
入局、各病院で研鑚を積んだ
のち、結婚、子育てを機にＨ
１５年、飯能に戻られました。
Ｈ２４年から介護老人保健施
設「飯能ケアセンター楠苑」施
設長として従事。お父様は齋
藤文雄先生（飯能ＲＣパスト
会長）で、ご存じの方は多いと

思うのですが「南飯能病院」の理事長でいらっしゃ
いました。現在は角田会員のご夫君が理事長を継い
でおられます。どうぞよろしくお願い致します。
◎角田会員挨拶
　飯能幼稚園、加治小学校に通い、Ｈ１５年にまた
飯能の地に戻って参りました。外を経験してさらに
飯能の良さを感じております。子育てにおいても３
人の息子達が地元スポーツ少年団で地域の皆様に親
しくして頂いて参りました。父が昔ＲＣの会員だっ
たということで幼少期からＲＣは素晴らしいものと
感じておりました。この度、小川先生にお声掛けを
頂き入会させて頂くことになりました。地域の皆様
と飯能市のため少しでも尽力できるよう努めて参り
ます。皆様どうぞいろいろとご指導頂けますようよ
ろしくお願い致します。
◎中里会長よりバッジ装着／歓迎の言葉／ＲＣの

額・四つのテスト・バナー贈呈／矢島（高）ＲＣ情報
委員長より資料贈呈／都築幹事より会員証贈呈・所
属発表「出席向上」／記念撮影
◎乾杯：山川パスト会長
　私達は全員で大歓迎しております。お父様の齋藤
文雄さんは飯能ＲＣ２０周年の時の会長でした。２５
周年の時は細田（吉）さん９２歳。３０周年は加藤会員の
お父様・加藤義雄さんで１００歳。皆さんご長命です。
ＲＣは大変有意義で楽しいところです。ほとんどの
ことは知っておられるかと思いますが、これからは
皆と奉仕の理念を実践し、友情を深め合って参りま
しょう。角田さんのご活躍、飯能ＲＣの益々の発展を
祈念して乾杯！おめでとうございます（拍手）。

◎認証バッジ贈呈

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー　服部融亮会員
ポール・ハリス・フェロー　神田敬文会員

【会長報告】
　ＲＩレートは今月１ドル１５６円、先月より２円高
くなりました。先日、所沢文化センターで開催され
た第３グループＩＭには平日にもかかわらず多くの
メンバーにご参加頂き本当に有難うございました。

「誰かのために生きる力～奉仕の理想が導く平和へ
の道」のテーマの下、元・外務副大臣・佐藤正久氏の基
調講演がありました。第２部は会場を変えて懇親会。
和やかな雰囲気でした。来年度は１０クラブが４、６
クラブに分かれ、「第３ブロック東」が所沢・新所沢・
所沢西・所沢東、「第３ブロック西」が入間・飯能・
日高・新狭山・入間南・狭山中央となり、各ブロッ
クの補佐がＩＭの開催を決定するそうです。

【幹事報告】
　当クラブの「花の街はんのう」プロジェクトとして
飯能地区まちづくり推進委員会・天覧山つつじ花公
園づくりプロジェクト実行委員会が実施する、３月
２１日（土）「天覧山つつじ花公園植樹会」にご興味のあ
る方は参加をお願いします。東日本大震災の時、日本
や海外のロータリアンから義援金が寄せられ、その
一部を親を亡くした子ども達への学校支援という形
で当時のガバナー会が「ロータリー希望の風奨学金」
プログラムを立ち上げました。１５年経過してこの度
ＮＨＫがその記録を放映します。３月１３日（金）朝６時
台「ＮＨＫＮＥＷＳおはよう日本」をご覧ください。
「ロータリー手帳」の申し込みは本日締切です。

【委員会報告】
◎ロータリー財団委員会　　　　　　　　　小川君
　２月２５日、川口浩会員より特別寄付を頂きました。
誠に有難うございました（拍手）。２月８日「飯能ＲＣ
カップ第３６回せせらぎ杯中学生卓球大会」開催費用
明細を地区の財団に報告しました。掛かった費用は
１７万８，４７０円、全て財団から頂いたお金です。
◎米山記念奨学委員会　　　　　　　　　　前島君
　本日、吉澤文男会員、本橋勝会員より特別寄付を１０
万円ずつ頂きました。有難うございました（拍手）。

【セミナー報告】
◎次年度ロータリー財団委員会　　　　　　市川君
　先週土曜日、次年度財団委員長・矢島（高）パスト会長
と私で嵐山の女性会館でのセミナーに参加。次年度
の諸々のイベントを開催する際の補助金を頂くため
ですので、そちらで勉強させて頂きました。
◎ＲＬＩセミナー　　　　　　　　　　　　伊澤君
　同日、同場所でのファシリテーター養成講座を受
講しました。

【出席報告】無届欠席０　　　　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】
２／２８（地区）矢島（高）君、市川君、伊澤君

【結婚・誕生日祝】　　　　　　　小﨑親睦活動委員
◇入会記念日おめでとう
　中里（昌）君、市川君、吉田（茂）君
◇結婚記念日おめでとう
　井上君、鎌田君、川口君、矢島（高）君、本間君
　鳥居君、服部君、吉田（行）君
◇会員誕生日おめでとう
　大野（康）君、小川君、鳥居君、内沼君、前島君
◇夫人誕生日おめでとう
　神田夫人、吉島夫人、伊澤夫人、吉澤夫人
　鎌田夫人、鈴木（康）夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・角田先生、ご入会おめでとうございます。
　　　吉島君、服部君、細田（伴）君、土屋君、田辺君
　　　　　　　　　　　　髙橋君、福島君、小川君
・結婚記念日：服部君、吉田（行）君、矢島（高）君

　　　　川口君、鳥居君、井上君、本間君、鎌田君
・入会記念日：中里（昌）君、市川君、吉田（茂）君
・会員誕生日：大野（康）君、小川君、鳥居君
・夫人誕生日：吉島君、神田君、吉澤君、伊澤君
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木（康）君、鎌田君
・西野様、卓話よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　服部君、沢辺君、鳥居君
・３／１４よりメッツァ「ハイパーミュージアム飯能」
　で新しい企画展がスタートします。招待券をご利
　用ください。　　　　　　　　　　　　　望月君
・早退：半田君
本日計９３，０００円、累計額８６４，２１１円。
◎１１日例会当番は前島、岩泉会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　　　　鳥居環境保全委員長
　Ｓ４４年、飯能市生まれ。現在も飯能市にお住ま
いです。Ｈ１６年４月、飯能市役所に入所。それ以
前は電気工事関係の仕事に従事。クリーンセンター
においては旧施設の運営から携わり、現在の新施設
起ち上げにもご尽力されました。Ｒ５年度、資源循
環推進課の課長、Ｒ６年度より現職としてご活躍中
です。昨年１１月２６日の「クリーンセンター見学会」
でもご対応頂き大変お世話になりました。

　サブタイトルは「持続可能な未来を目指して～地
域社会の廃棄物問題と私たちの役割」。事業者の方に
役に立つような内容を盛り込ませて頂きました。
１．廃棄物行政の目的と役割
　３つの目的と役割を挙げました。
■環境保全：廃棄物の不適正処理による自然環境へ
の負担を防ぐ。設備も施設も無いのに焼却する等、
昔、所沢でダイオキシン問題がありましたが、野焼
きも含め、環境への負荷を防ぎます。
■公衆衛生の維持：ごみの放置や不法投棄を防ぎ、
住民の健康を守る。災害時などには生ごみが問題に
なったりしますが、衛生を維持する部分です。
■資源循環の促進：ごみの削減やリサイクルを進め
ることで持続可能な社会を実現する。ごみを出さな
い、増やさない、リサイクルして頂くということです。
２．廃棄物の分類と処理方法
　廃棄物は大きく２つに分けられます。
■一般廃棄物：主に家庭から出るゴミ
　　　　　　　（可燃ごみ／不燃ごみ／資源ごみ）
「可燃ごみ」は燃やして、焼却灰を飯能市ではセメ
ントの原料等にしています。
「不燃ごみ」は破砕機で細かく砕き、アルミ、鉄
等、取れるものは取ってリサイクルし、それ以外は
飯能市では概ね焼却しています。
「資源ごみ」ペットボトル、びん、缶、プラスチッ
ク、紙類などは、可能な限り再資源化します。
　事業者の方が出せるのは「可燃ごみ」と「資源ごみ」
の紙で、それ以外は概ね産業廃棄物となります。プ
ラスチックについてはどの業種も（事務系・工場・飲
食店等も全て）産業廃棄物となります。「廃掃法で定
める２０種類」以外は「一般廃棄物」になるのですが、
細かいところがありますので、事業系の一般廃棄物
で出せるものは概ね「可燃ごみ」と覚えてください。
■産業廃棄物：廃掃法で定める２０種類
　事業活動から排出される廃棄物は市町村ではなく
排出者が責任をもち専門業者に処理して頂く形にな
ります。

■飯能市の現状
　Ｒ６年度は２１，７１３ｔのごみ
量（前年比約２３２ｔ減）でした。
１人あたり１日７６２ｇ、年間
２７８ｋｇのごみを出している
ことになります（昼間人口を
含まない）。
■ごみ量の推移（過去１０年間）
　Ｈ２７年から３０年までは
減少傾向でしたが、Ｒ元年、
Ｒ２年とコロナ禍で、断捨離

が流行ったり等含め、生活様式の変化もあり、少し
増えていると考えます。その後、Ｒ３年から再び減
少傾向になり、Ｒ５年度はかなり大きく減っていま
す。これは物価高などの影響かと考えております。
■事業系一般廃棄物
「可燃ごみ」と「紙類」です。黄色い部分は「併せ
産廃」と言って、一部産業廃棄物、印刷ごみ、繊維
ごみ、木くずを受けているものがありますので、そ
ちらを載せてあります。
　事務系一般廃棄物は、全部のごみと違って、Ｒ元年
だけ大きく増加していますが原因は不明です。その
後、グラフ上は激減、概ね横ばいで推移しています。
■ごみの収集・処理の状況
　Ｈ２９年１２月に新施設が竣工し、焼却炉４０ｔ２炉
で２４時間ずっと燃やしていて、１日８０ｔの処理能力
があります。発電設備を設けており、リサイクル施設
は１１．８ｔ／５時間（昼間だけ）稼働、不燃・飲料缶・
飲食用びんの選別などを行っています。
■ごみの分別種類
〈一般家庭ごみ〉
１．可燃ごみ、２．不燃ごみ、３．粗大ごみ
有害ごみとして４点：４．蛍光管、５．電池、６．
ライター、７．スプレー缶
〈資源物〉
８．びん（飲食用）、９．飲料缶
紙類として４点：１０．新聞紙、１１．段ボール、
１２．雑誌・雑がみ、１３．紙パック。
１４．布類、１５．ペットボトル、１６．プラスチッ
ク類
　事業系のごみとして出せるものは「可燃ごみ」と

「紙類」になります。
■分別収集状況（家庭ごみ重量比）
　飯能市で集められたごみで何が一番多いか、何が
どれ位あるのかを示す円グラフ。７割が「可燃ご
み」、２割程が「資源物」です。資源物の中では比較的
重さのある「紙類」の重量比が高くなっています。
■「可燃ごみ」の重量比
【お願い】可燃ごみに混入している、紙類、プラスチック
類にはリサイクル可能なものが混ざっています。
　周知・啓発もかなりやっているのですが、混入を
減らして頂くことがなかなかできません。捨てられ
てしまうと「可燃ごみ」になってしまいますので、
皆さんに気をつけて頂ければと思います。
　事業者の場合、「プラスチック類」は「産業廃棄物」
になりますので適正な処理をお願いします。
　２３．４％を占める「生ごみ」は水分を切って頂くだ
けで重さが減り、焼却炉への負荷も減りますので、事
業所でもご家庭でも心掛けて頂ければと思います。
■紙類
「禁忌品」と言ってリサイクルに適さない紙があり
そちらは「可燃ごみ」になります。感熱紙、臭いのつ
いた紙、個人情報や社内秘の書類などです。珍しい
ところでは、墨汁で書かれた習字用紙、クレヨンで
描かれた用紙は墨汁やクレヨンがリサイクルに影響
するので「可燃ごみ」になります。写真の印画紙も悪
影響があるため禁忌品です。

■スプレー缶・ガスボンベ缶
「不燃ごみ」に混ざっていたスプレー缶が収集車の
中で燃えてしまいました。発見が早かったので収集
車自体は大丈夫でしたが、大事に至ることもありま
すので気をつけて頂きたいと思います。
　それ以上に、「可燃ごみ」の中に中身が残ったスプ
レー缶が混入していることがかなりあります。そう
すると焼却炉の中で爆発が起こり、最悪の場合、焼却
炉を止める状況になります。今まであった事故では
爆発によって点検窓のガラスが割れ、場内が灰だら
けになったということもありました。ごみを出す際
は間違いのないようご協力をお願い致します。
■リチウムイオン蓄電池
　これはテレビでもかなりニュースになっていま
す。不燃ごみを収集した、飯能市クリーンセンター
のストックヤードで火災が発生しました。昼休み、
たまたま職員が煙の出ているのに気づき、初期消火
できたので大事には至らなかったのですが、リチウ
ムイオン電池はすぐに発火・発煙しますので、十分
注意して頂ければと思います。
■ごみ処理費用
　１年間に概ね１０億円掛かります。ごみ１ｔ当た
りの処理費用は約４６，０００円。市民１人当たりの処
理費用は約１２，８００円。市民１世帯当たりの処理費
用は約２７，３００円。核家族化が進んでおり、１世帯
平均２人なので大体倍位になります。
■リサイクル費用
　リサイクルにも費用が掛かります。「容器包装リサ
イクル法」に出す場合はかなり安価で事業者負担の
ものがありますが、最終的な残渣の分（「廃ガラス」と
呼んでいます）は金額を支払って処理する形になっ
ています。
「焼却灰」３４，０００円／ｔ、「飛灰」（ばいじん）７２，０５０
円／ｔと、倍の金額が掛かります。
「乾電池・蛍光管・水銀使用製品（体温計など）」は
北海道まで運んで水銀を適正に処理する所で処理し
ていますので金額も高くなっています。
　蛍光管１０３，４００円／ｔ（運送費含む）。
「プラスチック類」は中間処理施設に持ち込んで分
別して頂くものと、「容器包装リサイクル法」で処理
して頂くものとがあります。４１，０００円／ｔ。
３．市町村が直面する課題
■財源の確保
　今、緊急財政対策を行っていますが、施設の老朽化
などがあります。新施設は８年経過。まだ新しいと思
われるかもしれないですが、かなり修理が必要な状
況になってきております。今後計画的に修理をして
いくためには財源の確保が必要になってきます。
■分別の意識不足
　分別のルールが守られず、「可燃ごみに混ぜちゃっ
てもいいや」というのがあります。リサイクルでき
るものはできる限りリサイクルして頂くという意識
をもって頂ければと思います。
■不法投棄の問題
　飯能市は７５％が山林で捨てる所がたくさんあり
ます。「ＮＥＷＳイット！」で飯能市の不法投棄の現場
が放送されたこともあります。皆さんにも目を光ら
せて頂いて、通報のご協力を頂ければと思います。
■食品ロス・リチウムイオン問題
　食べ残し、消費期限切れ、電池の発熱や発火。
「消費期限」と違って「賞味期限」は味が変わってしま
う可能性があるということですので、覚えておくと
ムダが減ってくるのかなと考えております。
４．市民や団体の役割
（１）ごみの減量：スリーアール（３Ｒ）
Reduce（リデュース）：ごみの発生抑制・ごみを減らす
　過剰梱包を断るとか、発生をさせないということ

になります。
Reuse（リユース）：ごみの再使用・繰り返し使う
　できる限り再利用して、譲れるものは譲って頂く。
フリーマーケット、個人売買・取り引き等利用する。
Recycle（リサイクル）：ごみの再生利用・資源として活かす
　上から順に心掛け、リデュースもリユースもでき
なかったものに関しては、再生利用して活かしてい
く形になります。
●プラスチックの使い捨て容器を「マイコップ」
「マイボトル」に代える。
●イベントで提供する使い捨て容器を「紙製」にする
ことで産廃を削減する。紙製だからいいわけではな
いのですが、紙製であれば事務系一般廃棄物として
出せます。プラスチックコップを使った場合は産業
廃棄物になります。イベントや会社で何か使う際は
考慮して頂ければと思います。
●紙などを可燃物ではなく資源として分別する（経
費削減）。リサイクルできるものは可燃物ではなくて
資源物として分けて頂ければと思います。
●「グリーン製品」を購入する。
　ネット等で調べると環境にやさしい製品というの
が出てきます。なるべくそういう製品を使って頂き
たい。
●廃棄物になりにくい製品を購入する。使い捨て、
１００均（良いものもありますが）の製品より、長く
使えてごみになりにくいものを買って頂くことを心
掛けて頂ければと思います。
（２）食品ロス削減
　日本では年間６１２万ｔが廃棄されています。
●まとめ買いは避け、必要なものを必要な量購入。
●すぐに食べるものは賞味期限が近いもの。
●「手前取り」
●食材を使い切る（野菜の不用部分を少なく）
●冷蔵庫の整理（期限切れにならないように）
●生ごみの水切り
　飯能市でもかなり啓発しています。生ごみは７０％
が水分量。三角コーナーのごみも少し水を切って頂
くと、ごみの重量が減ることになります。市ＨＰを
見て頂くと「生ごみ水切り大作戦」でペットボトルを
加工して水切り道具を作る方法を紹介しています。
●「賞味期限」と「消費期限」の違いを理解する。食べ
られないから捨てる、というのを極力減らして頂け
ればと思います。
●宴会や会食では「３０１０運動」。
　最初の３０分は食べることに専念し、最後の１０分
も食べることに専念するという運動のことです。

「出されたものはできる限り全て食べましょう」とい
う運動で食品ロスを減らして頂ければと思います。

★飲食店★
　難しい面があることは十分承知しているのですが
できる範囲で料理の提供タイミングを工夫して頂
く。食べ切れる量に調整したり、提供時に使い切りの
工夫をする。小盛り提供や取り分けを実施し、食べ
残しの無いようにお客様個々人に提供する。ドギー
バッグ（食べ残しの持ち帰り）の実施、等。
　日本の「食品ロス量」は約４６４万ｔ。事業者と家庭
で半々位です。「食べものに　もったいないを　も
ういちど」というポスター等、お店に貼って頂くと
かして「食品ロスを出さないように」という啓発を
して頂けると助かります。
（３）啓発活動
　事業者の方にもお願いしたいのですが、地域活動
への参加、また、環境や廃棄物に関するポスター掲
示、清掃活動にも参加して頂ければと思います。
●イベントなどでの周知
●清掃活動：これは会社の周りを掃除するというの
でも結構です。
●地域活動への参加
●啓発ポスター掲示：いろんな種類がありますの
で、事務所の中だけでも掲示して頂いて啓発して頂
ければと思います。

《皆さんへのお願い》
■廃棄物の減量、分別、適切な排出
　いつも意識して頂いて、廃棄物を出さない。捨て
ればもう自分の手元から離れるというのではなく、
分けられるものは分ける、環境にいいものを選ぶ等
考えて頂ければと思います。
■常に環境を意識する
　何か買う時、やる時、そういう時は、ごみになら
ないもの、環境にいいもの、というところを意識し
て頂きたい。いろいろなイベントの際でも購入品な
ど考えて頂ければと思います。
■ごみ減量「誰か」じゃなくて「わたし」から
　これは飯能市のキャッチフレーズになっていま
す。「誰かがやってくれる」「皆がやる時にやればい
いや」ではなく、家庭でも職場でも「誰か」じゃな
くて「わたし」自ら、環境、廃棄物に対して考えて
頂ければと思います。

　飯能ＲＣの皆様には地域社会に強い影響力があり
ます。私達が廃棄物問題に一歩ずつ貢献すること
で、未来の世代に、より良い環境で持続可能なまち
を残すことができます。皆さんの行動がきっと明る
い社会の実現に繋がります。
　ご清聴有難うございました。

２０２６年２月２５日（水）

第３グループ　ＩＭが開催されました。

会場　所沢市民文化センターＭＵＳＥ
撮影 本間委員長


